
 

 

 

 

 

 

 

令和 6年度前期企画展開催中 
１階西側の展示室で展示の入れ替えを行いました。今回のテーマは「近代教育に情熱をかけたしず

おか人の結晶」です。 

◆旧見付学校は「しずおか遺産」 

静岡県は、令和４年度に「しずおか遺産」を創設しました。旧見付学校は令和４年度に認定された「近

代教育に情熱をかけたしずおか人の結晶」の構成資産です。 

企画展では、構成資産である県西部（磐田市、菊川市、森町）と伊豆の松崎町に所在する文化財の他、

森町学校（森町）や石神学校（浜松市）をパネル展示しています。 

◆林厚徳の書による扁額を比較～旧見付学校・石神学校～ 

旧見付学校の玄関に掲げられた扁額は、濵松縣令 林厚徳の書によるものです。 

林厚徳の扁額は、浜松市立下阿多古小学校の玄関にも掲げられています。この扁額は明治 6 年に

豊田郡石神に開校した石神学校にあったもので、その後、統合によって下阿多古小学校に引き継がれ

たものです。 

扁額が贈られた経緯についても紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆学校建設のリーダーや職人～旧見付学校・岩科学校～ 

旧見付学校・岩科学校の建設にかかわった人物を紹介

しています。 

その他、旧見付学校の基礎で使われている伊豆石・石垣

に使われている玉石、岩科学校の外壁に使われている「な

まこ壁」について紹介しています。 

 

この企画展は１０月２７日まで行います。 

皆様のお越しをお待ちしております。 

 

旧見付学校だより vol.１５６ 
令和６年６月２０日 

磐田市旧見付学校 

〒438-0086 磐田市見付 2452 

 TEL＆FAX 0538-32-4511 

iwata-mitsuke@uv.tnc.ne.jp 

（休館日：月曜、祝日の翌日、年末年始）    

 

 

▲旧見付学校の扁額 

木縄を受くれば則ち直く 金蠣につけば則ち利し 

（「荀子」勧学篇の一節） 

▲石神学校の扁額 

父母 其の子を養いて教えざれば 是 其の子を愛せざるなり 

「柳屯田勧学」 


